
平成21年1月号 広　報　か　み （８　）

わ
が
ま
ち
の
教
育
（
教
育
委
員
会
）

文
化
・
芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

文
化
・
芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

文
化
・
芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

▲

新
舞
踊
の
様
子

（
奥
物
部
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

社
交
ダ
ン
ス
発
表
会

　

11
月
９
日
、
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
た
発
表
会
に
は
、
市

内
の
全
社
交
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ

（
４
団
体
）
が
参
加
し
ま
し

た
。
各
グ
ル
ー
プ
の
演
技
発

表
、
プ
ロ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
ダ
ン
ス
の

世
界
に
観
客
は
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
で

は
、
曲
に
合
わ
せ
、
来
場
者
全

員
が
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し

た
。

 

第
３
回
香
美
市
芸
術
祭
、
地

区
文
化
展
が
、
昨
年
10
月
７
日

か
ら
11
月
23
日
に
か
け
て
開
催

さ
れ
、
多
彩
な
催
し
に
市
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し

た
。

文
化
展

　

中
央
公
民
館
で
11
月
１
日
・

２
日
に
開
催
さ
れ
た
文
化
展
で

は
、
絵
画
や
書
道
、
生
け
花
な

ど
、
多
く
の
力
作
が
展
示
さ
れ

た
ほ
か
、
大
栃
高
校
・
山
田
高

校
の
生
徒
作
品
を
特
別
企
画
と

し
て
初
め
て
展
示
し
ま
し
た
。

高
校
生
の
力
作
に
、
訪
れ
た
市

民
は
感
心
し
て
い
ま
し
た
。　

　

１
日
に
は
、
舟
入
小
、
香
長

小
の
４
年
生
が
、
自
分
た
ち
で

育
て
た
も
ち
米
や
野
菜
を
販
売

し
、
来
場
者
が
次
々
と
買
い
求

め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
紙
芝
居
座
「
へ
ん
し

も
」
に
よ
る
紙
芝
居
の
実
演
で

は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
笑

い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

芸
能
大
会

　

10
月
19
日
に
奥
物
部
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
で
、
11
月
23
日
に
は

中
央
公
民
館
で
芸
能
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

市
内
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
舞

踊
や
詩
吟
、
琴
の
演
奏
な
ど
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
次
々

と
舞
台
の
上
で
繰
り
広
げ
ら

れ
、
観
客
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

第
20
回
土
佐
山
田
町
合
唱
団

　
　
　
　
　
　
　

定
期
演
奏
会

　

11
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
土

佐
山
田
町
合
唱
団
定
期
演
奏
会

は
、
今
回
20
回
目
の
節
目
の
演

奏
会
と
な
り
、
有
澤
一
郎
楽
曲

を
中
心
に
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ

ー
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

「
こ
ど
も
こ
ー
ら
す
」
も
参

加
し
、
合
唱
団
と
の
共
演
で

は
、
手
話
を
披
露
し
ま
し
た
。

香北地区文化展

物部地区文化展

　香北地区公民館主催の香

北地区文化展が11月8日・

9日に香北基幹集落センタ

ーで、物部地区公民館主催

の物部地区文化展が11月

15日・16日に奥物部ふれ

あいプラザで開催されまし

た。地域の方々の絵画や書

道、写真など多くの力作が

展示され、また物産展など

も行われ、たくさんの人が

来場しました。
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文
化
財
と
は
、
長
い
歴
史
の

中
で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
て
今
日

ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
貴

重
な
私
た
ち
の
財
産
で
す
。

　

大
切
な
文
化
財
を
守
り
伝
え

て
い
く
た
め
に
、
文
化
財
保
護

法
で
は
、
文
化
財
を
「
有
形
文

化
財
・
無
形
文
化
財
・
民
俗
文

化
財
・
記
念
物
・
文
化
的
景

観
・
伝
統
的
建
造
物
群
」
の
６

つ
に
種
類
分
け
を
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
ご
と
に
適
切
に
保
存

と
活
用
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
に
価
値
が
高
い
と
認

め
ら
れ
た
も
の
を
国
宝
、
天
然

記
念
物
な
ど
に
指
定
し
て
保
護

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
文

化
財
の
保
存
・
修
理
に
必
要
な

技
術
（
文
化
財
保
存
技
術
）

や
、
土
地
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る

文
化
財
（
埋
蔵
文
化
財
）
も
保

護
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

香
美
市
に
は
多
く
の
文
化
財

が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
よ

く
目
に
し
た
り
話
に
聞
い
た
り

す
る
も
の
と
し
て
は
、
神
社
や

お
祭
り
、
大
き
な
木
や
古
い
建

物
な
ど
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
地
中
に
埋
ま
っ

て
い
る
文
化
財
や
、
農
耕
地
・

森
林
・
た
め
池
な
ど
、
人
と
自

然
と
の
関
わ
り
の
中
で
育
ま
れ

た
景
観
地
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
最
近
の
発
掘
成
果

と
香
美
市
内
の
文
化
財
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

最
近
の
発
掘
成
果

埋
蔵
文
化
財

　

原
南
遺
跡

　

   
（
土
佐
山
田
町
山
田
）

　

な
か
よ
し
保
育
園
の
建
設
に

伴
い
、
平
成
19
年
度
に
原
南
遺

跡
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　　
　

　　　

市
内
の
文
化
財

天
然
記
念
物

　

大
日
寺
の
大
杉

　
　
　

  

（
物
部
町
神
池
）

　

周
り
が
9.4
㍍
、
高
さ
60
㍍
あ

り
、
樹
齢
８
０
０
年
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

県
指
定
天
然
記
念
物
で
、
長

宗
我
部
元
親
の
時
代
に
、
２
本

あ
っ
た
う
ち
の
１
本
を
大
阪
城

築
城
の
た
め
に
差
し
出
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
お
り
、
も
し
残
さ

れ
た
の
が
こ
の
杉
だ
と
し
た

ら
、
当
時
す
で
に
か
な
り
大
き

か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
古
代
か
ら
中

世
に
か
け
て
の
土
器
な
ど
が
出

土
し
、
建
物
の
跡
と
考
え
ら
れ

る
柱
穴
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

有
形
文
化
財

　

地
蔵
堂

　
　

  

（
物
部
町
岡
ノ
内
）

　

１
８
１
３
年
に
、
吉
慶
山
誓

渡
寺
の
境
内
に
地
蔵
堂
が
あ
っ

た
こ
と
が
土
佐
州
郡
志
に
記
さ

れ
、
木
造
地
蔵
菩
薩
と
脇
仏
２

体
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
の

建
物
の
建
築
年
代
は
明
ら
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
入
母
屋

造
り
妻
入
」
の
小
規
模
な
が
ら

美
し
い
草
堂
で
、
垂
木
の
配
置

な
ど
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。
現

在
、
香
美
市
内
の
寺
社
で
は
、

　
　
　
　
　

  

わ
ら
ぶ

唯
一
の
藁
葺
き
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

生
涯
学
習
課

☎
53

－

１
０
８
２

文
化
財
に
つ
い
て

特 

選

▲

大
日
寺
と
大
杉

▲

発
掘
中
の
原
南
遺
跡

柱穴から輪高台がついた
土師質土器椀が出土（白枠内）
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